
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（三輪） ビ タ ミ ゾ c資源 の研究 （第4 報）

ビ タ ミ
．

ン C 資 源 の 研 究 （第 4報 ）

　　　　夏期樹木葉 内の ビ タ ミ ン C 量

輪 春 雄

937

　 第 1報に晩秋 、 第 2報 に晩春の 樹木葉内の ビ タ ミ ン C 量を報告 しft　1今 回 は盛夏期 に於 ける腴態

を約38種 に っ い て 檢査 して み た。

　　　　　　　　 試 驗 方 法

　 先報に 同 じ

　　　　　　　　 試 驗 材 　料

　 研究室 附近の 樹木 （名古屋市西郊）の 葉 を探集 し て檢査 した 。 其 の 種類、科 名、學名、探集 日を

‘
列記する 。
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　今回の 實驗 で 面 白 く感 じた こ とば カ ーt の 葉に 斷然多 か つ た こ とだ、今 後 も荘 目 して ゆ くが こ ん な

多い 葉 （4．93mg　per ユg）は未だ經驗が なか つ た 、 果 して 此還元物質 全部が ビ タ ミ ン C かは今後

に 待つ もの が ある 、ア カ シ ヤ は薪芽の 時代 よ り大變還元物質が減少 して 來 て ゐ る。

　　　　　　　　　附　　　 記

　　　　　鬟驗材料浸 出方 法に就て 　　　　　　　　　　　　　　
’

　第 1報の 試驗方法の 所で蓮べ た とほ り
。 實驗材料は 2％ 〃 燐酸 50cc を とり （80°

〜 85°C ）の

Wasserbad 申に 30分 間入れ て 浸出 して 用ひ て ゐた。 所が郊 外へ 探集 に 出か けた ときに 、 材料を成

る ぺ く薪鮮の ま 曳秤量 して 2 ％ メ タ 燐酸洗液中に 入れたい こ とが 屡 々 で あつ て 、 これ葱箕驗室迄持

參する と きは 、 冷浸の ま ま數時聞を過 す結果 とな り 、 此 聞冷浸 と淵浸 との 關係は どん な もの か と云

ふ疑問が 生 じた。 故 に次の 比較貴驗を行 つ た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

1．試驗材斜を冷 浸 と温浸 との 比較貸驗

　材料に 、
カ キ 、ヤ マ ブ キ 、

イ チ ヂ ク 、
ア カ シ ヤ s ボ ブ ラ 、 の 5種類 の 葉 を選び 、 賢驗方法 は前同

様に なす 、 第 3 表は其温浸の 成績 、 第 4表は 室温 に よる （20°C 前後）威｝績で ある。 冬 期は如何に
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や 、本貴驗は 7 月下旬に 行 つ 鞄。
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　即 ち 、此 爾表を比較 して 見る と 、 温浸はや は り30分頃が 良 く、 冷侵で は 2時間頃が よ い 、 即ち

（80
°C 〜 85°C ）の 温度 と、20°C 前後の 澀度 との 浸醐 の 程度 の 比 較で あ る 。

2．夏季（7 月下旬）室温（20DC前後）に 冷浅せ る成績

　前記 の 比較賢驗に より、 第 2 表の 温浸成績の 比較に 、 冷浸で行 つ て 見た 。 共成続 を第 5表に 示 す

火體 に 同 じで あ る が 、材 料に よ り冷 浸の 甚だ成績 よ い 場合が あ る 。
一般 に硬き葉は温浸が よ く、軟

き葉は 冷 浸が よ い
。 果 して 春秋 冬 は姐何にや ， 比較 して 見浸い と思ふ 。
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1、 夏期樹木葉申の 還元物質は 、カ キ の 葉に 断然多 い 。

2、ア カ シ ヤ は春 よ り減少 して ゐ る 。

3、落葉樹葉中の 還元物質は春成長期に多 い
。

4、賢驗材料 中，よ り還元物質を浸 出す る に は 、メ タ 燐酸中に於 て は ・冷 浸で も魯 々 よい 成績が得

られ る 。
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